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２月10日（火）〜11日（水） 見ごろ：「慧日梅」
本東寺「慧日梅」観梅会（松山町）

２月21日（土）〜22日（日） 見ごろ：「天下一ひむか桜」「菜の花」
このはなウォーク  五ヶ瀬川堤防（延岡ＩＣ出口付近）

４月５日（日） 見ごろ：「ソメイヨシノ」「やぶ椿」
ワイワイグルメ博2015  城山公園（本小路）
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シリーズ ～延岡の観光スポット（旧延岡市編）～

◆12月議会で決まったこと… ……… ２
◆決算審査報告… …………………… ３
◆議員定数・報酬の協議結果報告…… ４
◆一般質問… ………………………… ５～７
◆編集後記など… …………………… ８

☆主な掲載内容

日本初の日本一周飛行を成し遂げた
後藤勇吉の銅像（東浜砂町 妙田緑地公園）

日本一高い弘法大師の銅像
（山下町 今山）

海岸線が美しい樫の浜（赤水町）

ゆるキャラも

まっちょるよ

「延岡花物語」
 （平成27年２月10日〜４月５日）
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中小企業振興センター

　12月議会では、一般会計補正予算など議案32件、意見書３件を可決(承認・認定)し、請願1件を採択、１件の報告を受けました。
また、一般質問では３日間で12名が登壇し、市長の政治姿勢など、多岐にわたる質疑が活発になされました。
　なお、平成25年度の決算関係の議案につきましては、11月に決算審査特別委員会を開き、審査を行い、今議会において各会計
決算を認定しました。詳しくは３ページをご覧ください。

1 2 月 議 会で決まったこと1 2 月 議 会で決まったこと

平成25年度　延岡市一般会計歳入歳出決算の認定　他６件
平成26年度　延岡市一般会計補正予算
平成26年度　延岡市国民健康保険特別会計補正予算
平成26年度　延岡市介護保険特別会計補正予算
平成26年度　延岡市後期高齢者医療特別会計補正予算
平成26年度　延岡市水道事業会計補正予算
平成26年度　延岡市下水道事業会計補正予算
延岡市北方コミュニティセンター条例の一部改正
延岡市国民健康保険条例の一部改正
延岡市立小中学校設置条例の一部改正
延岡市就学指導委員会条例の一部改正
議決事項の一部変更（新庁舎建設　１期建築主体工事）
市道の路線認定（3路線）
指定管理者の指定（延岡市岡富コミュニティセンター）
指定管理者の指定（延岡市中小企業振興センター）
専決処分の承認（和解及び損害賠償の額の決定）
延岡市一般職職員給与条例の一部改正
延岡市特別職職員給与条例の一部改正
延岡市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部改正
専決処分の承認（平成26年度　延岡市一般会計補正予算）
固定資産評価審査委員会委員の選任（馬場 愛子 氏）
人権擁護委員候補者の推薦（田中 寛子 氏）
人権擁護委員候補者の推薦（堀野 信子 氏）
人権擁護委員候補者の推薦（渡邉 律子 氏）
人権擁護委員候補者の推薦（鳥原 陽子 氏）
人権擁護委員候補者の推薦（矢野 惠子 氏）

議　　　　案議　　　　案

専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）

報　告　案　件報　告　案　件

可
決（
承
認
・
認
定
）し
た
議
案
と
報
告
な
ど
の
一
覧

請　　願
12月議会では、請願1件を採択し、
国に意見書を提出しました。

「ウイルス性肝炎患者に対する
医療費助成の拡充を求める意
見書提出に関する請願」

　
延
岡
市
議
会
で
は
、本
市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に

つ
い
て
、地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。12
月
議
会
で
は
、左
記
の
意
見
書（
一
部
抜
粋
）を

可
決
し
、国
に
提
出
し
ま
し
た
。

「
山
村
振
興
法
の
延
長
及
び
地
域
林
業・地
域
振
興
の

　
　
　
　
　
　確
立
に
向
け
た
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

「
少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

１
．山
村
振
興
法
の
内
容
の
充
実
を
図
り
、「
山
村
振
興
交
付
金
」を
創
設
す

る
と
と
も
に
、「
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金
」等
、山
村

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
助
成
制
度
の
一
層
の
充
実
・
強
化
を
図
る

こ
と
。

２
．木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
強
化
、６
次
産

業
化
の
推
進
等
の
産
業
振
興
施
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

３
．川
上
か
ら
川
下
に
至
る
一
貫
し
た
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
、木
材
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
の
森
林
・
林
業
対
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

４
．鳥
獣
被
害
の
深
刻
化
に
鑑
み
、被
害
防
止
に
関
す
る
対
策
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
。

５
．道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
を
十
分
に
確
保
し
、特
に
地
方
に
お
け
る
道
路

財
政
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

６
．森
林
吸
収
源
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

の
税
等
に
係
る
所
要
の
税
制
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、地
方
税
財
源
を

確
保
・
充
実
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

７
．税
財
源
の
乏
し
い
山
村
地
域
の
実
情
に
即
し
た
地
方
交
付
税
制
度
の
充

実
・
強
化
を
図
り
、所
要
の
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

１
．豊
か
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
．教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

１
．ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変・肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

２
．身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
認

定
基
準
を
緩
和
し
、患
者
の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制
度
に
す
る
こ
と
。
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　９月議会から継続審査としていた、平成25年度各会計決算は、12月議会において、「一般会計」「国民健康
保険特別会計」「介護保険特別会計」「後期高齢者医療特別会計」は賛成多数で、「食肉センター特別会計」
「水道事業会計」「下水道事業会計」については全員異議なく認定(上下水道事業会計については認定及び原案
可決)しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　本決算は、議長と監査委員（議会選出）を除く議員25名で構成する決算審査特別委員会を設置し、11月に３
日間かけて監査委員の意見などを参考に慎重に審査しました。内２日間は常任委員会ごとに構成する４つの分科
会に分けて審査を行いました。各分科会での質疑応答の一部を掲載します。

Q．この事業でどのような成果があったのか？ Q．  20戸診断して、改修が９戸となっている
　　理由は何か？

Q．どのように市内全体に展開していくのか？Q． 調査結果をどのように活用しているのか？

A． 放送直前の東九州自動車道「蒲江～北浦間」
の開通もあって、今年５月の大型連休中は、
市内のレジャー施設を訪れるお客様が例年
より大幅に増え、「テレビを見て訪れた」と
いう人の声も多く聞か
れた。

　　また、出会いの聖地
として紹介された愛宕
山にも、県外から多く
の来客があるなど、本
市のＰＲに大きな効果
があったと考えている。

A． 改修費用約 90 万円（１戸あたりの平均）
の半額を補助しているが、リフォームも同
時に行うケースが多く、費用が高額となっ
ていることが要因の一つである。

　　また、高齢者
が 多 い こ と か
ら、 改 修 ま で
行 う 方 は 少 な
い現状にある。

A． 研究の結果、大変効果があると考えている。
ＩＣＴ機器には様々なものがあるので、各
学校の意見を聞
き、どのような
機器を必要とし
ているのかを分
析 し た う え で、
整備について考
えていきたい。

A． 26 年度から、来客者が多く見込める地域
に向けた宣伝の強化や、40％がトイレだけ
の利用という結果を受けて、どのように物
産館まで誘導するかというような取り組み
等を行っている。

　　また、地域オリジナルの商品を望む声が多
いという結果を受
けて、地域性を活
かした商品開発に
向けて取り組んで
いる。

平成25年度 各会計決算をチェック

延岡のグルメの数々、美しい観光資源等をMRTテ
レビなどを活用して県内外（宮崎県、福岡県、大分県、
熊本県）へ発信。

昭和56年以前に建築された木造住宅の耐震性の向上
を図るための、国・県の補助制度を活用した耐震診断・
耐震改修の補助、耐震診断アドバイザーの派遣。

北方小・中学校をモデル校とした情報通信技術の授
業における効果的な活用方法等の研究。デジタルテ
レビ３台と電子黒板ディスプレイ２台を導入。

利用者の動向やニーズの把握、今後の地域振興のた
めの道の駅「北川はゆま」のあり方についての調査
研究。

　市制施行80周年記念テレビ番組制作事業 　木造住宅耐震化促進事業

　ＩＣＴ教育研究事業　道の駅 北川はゆま 活用調査研究事業

315
万円

486
万円

103
万円

873
万円

愛宕山のモニュメント

デジタルテレビ
（北方学園小学校）
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議会のあり方検討特別委員会の中間報告
～議員定数・報酬は現状維持　費用弁償は見直しの方向でさらに検討～

中間報告の内容

　

延
岡
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本

条
例
の
検
証
や
今
後
の
議
会
活
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平

成
25
年
度
に
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
そ
の
調
査
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た

め
、
定
数
や
報
酬
等
も
含
め
た
、

総
合
的
な
今
後
の
議
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
調
査
研
究
す
る
た

め
、
名
称
を
、
「
議
会
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会
」
に
変
更
し
、

議
員
定
数
や
報
酬
に
つ
い
て
、
全

国
１１７
市
の
独
自
調
査
や
、
市
内
の

各
種
団
体
等
と
の
意
見
交
換
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
協
議
・
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
12
月
議
会
本
会
議

で
「
議
員
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て

は
、
現
状
を
維
持
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

議員定数　　　　　　「現行の議員定数29人は維持すべき」
○北川町との合併時点で、北川町の議員を含めて72人の議員がいたが、平成19年5月の改選時に33人に、さらに、平成23年5月の改選時には29人
と2期連続の削減を行っていること。
○合併により行政面積が九州で2番目に広い自治体となり、議員定数をさらに削減すれば、市民の幅広い意見が反映されにくくなること。
○議員定数を削減すれば、人口の少ない旧3町や周辺部出身の議員が減る可能性が高くなり、特に旧3町においては、今後、総合支所機能の見直
しが予定されている中で、地域の代表が減るかもしれない議員定数の削減には反対の声が強いこと。
○平成25年4月に「議会基本条例」を施行し、議会活性化を目指し、議会活動報告会など、様 な々活動を行っているが、その成果の検証も十分に
なされていないこと。
○委員会として市内17団体と意見交換を行ったが、「削減」との意見は2団体のみで、残りの団体は「現状維持」とのことで、出席者の中には、「む
しろ増やすべきではないか」との意見もあったこと。

議員報酬　　　　　　「現行の報酬は維持されるべき」
○削減を要望する人の中には、「市内労働者の平均給与と比較して、月額435,000円の議員報酬は高いのではないか」との意見もあるが、生活給
としての給与と違い、議員は、報酬の中から議員活動に必要な経費を負担しなければならず、その金額については、単純に比較できないものが
あること。
○本市議会では、「政務活動費」が支給されていないため、議員報酬を削減した場合、議員活動等に影響が出ると考えられること。
○委員会として市内17団体と意見交換を行ったが、「削減」との意見は2団体のみで、残りの団体は「現状維持」との意見であったこと。
※議員の報酬等に関する事項は、市長が「特別職職員報酬等審議会」という第三者機関に諮問し、審議されることとなっているので、今回の案件
も本来であれば同審議会で審議されるべきものである。

費用弁償　　　　　　「全議員一律の支給金額は見直すべきであり、今後さらに検討する」
○本会議等へ出席した際に支給される費用弁償のあり方について、特別委員会では、その定義も含めた検討を行っており、現行の出席1日あたり一
律3,000円の支給については「費用弁償には、交通費的な考え方も含まれるため、全議員一律の支給金額は見直すべきである」との認識で一致し
た。そのため、3月議会において、関係条例の改正を行うよう、引き続き、具体的な見直し内容等についての検討を行う。

『議員定数』や『議員報酬』の見直しを求める声があるのは、その背景に、議会の活動が市民に見えにくいなどの
課題が考えられるので、今後も議会基本条例の趣旨に添いながら、より開かれた議会づくりを目指し、様々な取り
組みの充実を図っていく必要があるとの意見で委員会として一致しました。

延
岡
市
区
長
連
絡
協
議
会

北
川
町
地
域
協
議
会

北
方
町
地
域
協
議
会

北
浦
町
地
域
協
議
会

連
合
宮
崎
県
北
地
域
協
議
会

宮
崎
県
北
地
区
同
盟

宮
崎
県
北
地
区
平
和
・

　

人
権
・
環
境
労
働
組
合
会
議

宮
崎
県
北
地
区
労
働
組
合
総
連
合

の
べ
お
か
男
女
共
同
参
画
会
議
21

延
岡
商
工
会
議
所

延
岡
青
年
会
議
所

延
岡
農
業
協
同
組
合

延
岡
地
区
森
林
組
合

延
岡
市
漁
業
協
同
組
合

延
岡
漁
業
協
同
組
合

島
浦
町
漁
業
協
同
組
合

北
浦
漁
業
協
同
組
合

　
　

  (

順
不
同
・
敬
称
略)

意
見
交
換
実
施
団
体

　
　
　
　
　
　(

17
団
体)
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市政を問う!!市政を問う!!

12
月
９
日
質
問

12
月
９
日

12
月
10
日

12
月
11
日

三上　毅議員(公明党市議団)
○来庁時の交通安全対策
○防災運動会の推進
○振り込め詐欺対策の推進 他

佐藤　誠議員(延岡きずな自民の会)
○農林水産業事業説明
○クロスカントリー大会
○祝子川温泉美人の湯　他

早瀨賢一議員(友愛クラブ)
○ＳＮＳを活用した市民参画
○地震時の通電火災対策
○観光分野への職員活用　他

下田英樹議員(友愛クラブ)
○教育委員会制度の改正
○ふるさと納税
○子育て支援　他

河野治満議員(のべおか市民派クラブ)
○地方再生と人口減少問題
○島浦町の振興
○高校生への就学支援　他

松田満男議員(延岡きずな自民の会)
○企業誘致
○旧火葬場
○スポーツ団体の合宿誘致 他

長友幸子議員(社民党市議団)
○人口減少問題
○少人数学級
○衆議院議員総選挙　他

平田信広議員(日本共産党)
○介護保険料
○西階中体育館の補修
○県道樫原細見線の整備　他

白石良盛議員(延岡きずな自民の会)
○城山三階櫓
○市道二ツ島線　
○港小イノシシ被害対策　他

熊本貞司議員(友愛クラブ)
○消費税再増税延期の影響
○地元企業誘致への優遇措置
○城山周辺整備　他

内田理佐議員(延岡きずな自民の会)
○幼稚園教諭保育士不足問題
○研修時間の確保
○九保大「子ども福祉学科」 他

矢野戦一郎議員(友愛クラブ)
○総合支所のあり方
○職員採用
○小中学校における英語教育 他

議員12名
が

一般質問
※質問の一部を掲載します。

感震ブレーカー

おやこの森での講座

注
2

注
１

注
3

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
市
民
参
画

【
問
】
先
進
地
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、

地
域
の
課
題
解
決
に
繋
げ
る
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
新
し

い
世
代
が
関
わ
り
や
す
い
シ
ス
テ

ム
を
作
り
出
す
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
は
。

【
答
】
様
々
な
形
で
行
政
に
参
加

し
て
頂
く
こ
と
は
、
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
も
重

要
だ
と
考
え
る
。
今
後
、
こ
う
し

た
技
術
を
活
用
し
た
市
民
参
画
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
し

た
い
。

地
震
時
の
通
電
火
災
対
策

【
問
】
本
市
の
減
災
対
策
に
お
い

て
は
、
特
に
通
電
火
災
対
策
が
遅

れ
て
い
る
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

普
及
促
進
は
。

【
答
】
今
年
度
内
を
め
ど
に
策
定

中
の
「
性
能
基
準
と
特
性
を
示
す

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
啓
発
に
努
め

た
い
。

幼
稚
園
教
諭
保
育
士
不
足
問
題

【
問
】
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
不

足
問
題
の
主
な
要
因
と
し
て
賃
金

の
問
題
が
あ
る
。
解
決
方
法
は
。

【
答
】
平
成
27
年
度
か
ら
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
い

て
、
施
設
に
給
付
す
る
公
定
価
格

の
中
で
対
応
さ
れ
る
予
定
。ま
た
、

お
や
こ
の
森
に
お
い
て
保
育
士
養

成
講
座
を
実
施
し
、
潜
在
的
な
保

育
士
の
掘
り
起
こ
し
や
、
新
た
な

保
育
士
の
養
成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

研
修
時
間
の
確
保

【
問
】
九
保
大
と
連
携
し
た
幼
稚

園
教
諭
、
保
育
士
の
研
修
時
間
の

確
保
は
。

【
答
】
九
保
大
と
相
談
し
な
が
ら
、

研
修
す
る
場
所
も
含
め
、
新
し
い

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

九
保
大
「
子
ど
も
福
祉
学
科
」

【
問
】
九
保
大
「
子
ど
も
福
祉
学

科
」
へ
の
地
元
高
校
生
の
入
学
状

況
は
。

【
答
】
定
員
50
名
に
対
し
今
年
度

が
６
名
、
過
去
５
年
間
に
お
い
て

26
名
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
制
度
の
改
正

【
問
】
来
年
4
月
か
ら
教
育
委
員

会
制
度
が
改
正
さ
れ
る
が
、
教
育

行
政
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

【
答
】
教
育
委
員
長
と
教
育
長
が

一
本
化
さ
れ
た
新
教
育
長
の
責
務

が
大
き
く
な
る
こ
と
や
、「
総
合

教
育
会
議
」
を
設
置
し
、
大
綱
を

定
め
る
こ
と
が
大
き
な
変
更
点
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
市
長
と
教

育
委
員
会
が
定
期
的
に
情
報
交
換

の
機
会
を
設
け
な
が
ら
、
議
論
を

重
ね
て
い
る
の
で
、
教
育
行
政
に

大
き
な
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極
的

な
活
用
と
、
特
産
物
の
提
供
の
考

え
は
。
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12
月
10
日
質
問

三階櫓の模型（内藤記念館）

「ロゴマーク」

必
要
が
あ
る
。

市
道
二
ツ
島
線

【
問
】
二
ツ
島
町
の
恋
島
、
寺
島

を
結
ぶ
市
道
二
ツ
島
線
の
堤
防
の

下
か
ら
寺
島
ま
で
の
整
備
は
。

【
答
】
二
ツ
島
地
区
は
、
津
波
避

難
タ
ワ
ー
建
設
の
計
画
も
あ
り
避

難
道
路
と
し
て
、
ま
た
生
活
道
路

と
し
て
整
備
す
る
必
要
は
あ
る
。

実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。企

業
誘
致

【
問
】
企
業
誘
致
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

【
答
】
高
速
道
路
網
の
整
備
効
果

を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
市

外
か
ら
の
企
業
誘
致
は
も
と
よ

り
、
地
元
企
業
の
新
た
な
「
ビ
ジ

ネ
ス
誘
致
」に
も
力
を
入
れ
た
い
。

旧
火
葬
場

【
問
】
旧
火
葬
場
の
解
体
計
画
は
。

【
答
】
建
物
を
解
体
し
、
跡
地
は

自
然
の
山
に
返
す
予
定
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
合
宿
誘
致

【
問
】
高
速
道
路
開
通
後
の
誘
致

展
開
は
。

【
答
】
今
年
11
月
に
は
、
今
後
移

動
方
法
の
変
更
や
時
間
短
縮
な
ど

が
見
込
ま
れ
る
関
西
地
域
で
の
誘

致
活
動
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
積

極
的
に
合
宿
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

い
る
高
校
生
へ
の
今
後
の
支
援

は
。

【
答
】
実
態
調
査
に
基
づ
き
56
名

程
度
を
想
定
し
て
お
り
、
寮
や
下

宿
等
を
利
用
す
る
学
生
の
保
護
者

に
対
し
、
賃
借
料
の
２
分
の
１
程

度(

上
限
２
万
円)

を
設
定
す
る
。

城
山
三
階
櫓

【
問
】
城
山
の
再
整
備
に
つ
い
て
、

地
質
調
査
や
法
面
安
定
解
析
結
果

を
踏
ま
え
、
三
階
櫓
の
建
設
の
可

能
性
は
。

【
答
】
地
質
調
査
で
は
、
支
持
地

盤
と
な
る
軟
岩
層
が
確
認
で
き
、

法
面
の
安
定
解
析
で
は
、
既
存
樹

木
を
活
か
し
な
が
ら
、
法
面
を
安

定
さ
せ
る
工
法
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
か
ら
、
復
元
の
物
理
的
条

件
は
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
可
能
な
限
り
、
史
実
に
基

づ
い
た
復
元
を
す
る
た
め
に
は
、

実
在
し
た
櫓
の
構
造
や
時
代
背
景

等
を
今
後
、
更
に
検
討
を
重
ね
る

地
方
再
生
と
人
口
減
少
問
題

【
問
】
地
域
再
生
に
お
け
る
本
市

独
自
の
地
方
版
戦
略
の
策
定
と
そ

の
時
期
は
。

【
答
】
現
在
第
６
次
長
期
総
合
計

画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
雇
用
創
出
や
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
等
の
検
討
を
し

て
い
る
。27
年
度
中
に
策
定
す
る
。

島
浦
町
の
振
興

【
問
】
地
域
振
興
に
関
わ
る
専
門

職
員
の
支
所
へ
の
配
置
は
。

【
答
】
地
域
に
お
け
る
行
事
等
へ

の
参
加
、
協
力
に
努
め
島
浦
地
域

を
含
め
た
、「
ひ
む
か
遊
パ
ー
ク

う
み
ウ
ラ
ラ
」
エ
リ
ア
の
振
興
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

高
校
生
へ
の
就
学
支
援

【
問
】
寮
や
下
宿
か
ら
通
学
し
て

【
答
】
観
光
や
物
産
振
興
を
積
極

的
に
推
進
す
る
う
え
で
、
大
変
効

果
が
あ
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
鮎
や

な
の
食
事
券
な
ど
の
商
品
を
贈
呈

す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
も
図
れ

る
と
考
え
る
。

総
合
支
所
の
あ
り
方

【
問
】
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
総
合
支
所

の
規
模
や
予
算
、
人
員
等
、
今
後

の
あ
り
方
は
。

【
答
】
本
年
度
中
に
一
定
の
方
針

を
決
定
す
る
が
、
地
域
住
民
の
関

心
も
高
い
こ
と
か
ら
、
地
域
協
議

会
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
地

域
住
民
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

職
員
採
用

【
問
】
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
成
果

を
生
み
出
す
に
は
、
女
性
職
員
の

活
躍
が
一
つ
の
鍵
に
な
る
。
市
職

員
の
採
用
試
験
区
分
の
特
別
選
考

枠
に
加
え
、
女
性
枠
を
検
討
す
る

考
え
は
。

【
答
】
地
方
公
務
員
法
の
平
等
取

扱
の
原
則
、
成
績
主
義
の
原
則
か

ら
、
性
別
等
に
限
っ
た
採
用
枠
を

設
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
現

行
の
採
用
試
験
制
度
の
中
で
、
優

秀
な
女
性
職
員
の
確
保
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。

消
費
税
再
増
税
延
期
の
影
響

【
問
】
再
増
税
先
送
り
等
が
、
本

市
の
来
年
度
の
予
算
編
成
に
与
え

る
影
響
は
。

【
答
】
改
革
の
目
玉
で
あ
る
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
は
、

財
源
不
透
明
の
ま
ま
来
年
度
よ
り

実
施
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
、
社

会
保
障
の
充
実
確
保
に
必
要
な
財

源
を
手
当
て
す
る
よ
う
強
く
求
め

て
い
る
。

地
元
企
業
誘
致
へ
の
優
遇
措
置

【
問
】
思
い
切
っ
た
地
元
企
業
へ

の
特
待
制
度
な
ど
、
優
遇
措
置
の

検
討
は
。

【
答
】
高
速
交
通
網
の
整
備
に
加

え
、
東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
レ
ー

構
想
等
の
進
展
に
伴
う
医
療
関
連

企
業
へ
の
新
規
参
入
機
運
の
盛
り

上
が
り
等
は
、
本
市
へ
の
投
資
を

促
す
追
い
風
で
あ
り
、
こ
の
好
機
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12
月
11
日
質
問

注
4

野口記念館前交差点

西階中体育館

状
況
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
し
経

営
努
力
を
行
い
つ
つ
、
引
き
続
き

事
業
を
継
続
す
る
。

介
護
保
険
料

【
問
】
来
年
度
は
３
年
に
一
度
の

介
護
保
険
料
の
改
定
が
行
わ
れ

る
。改
定
後
の
基
準
額
は
お
よ
そ
、

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

【
答
】
新
し
い
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
現
在
検
討
し
て
い
る
が
、
現

在
の
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

西
階
中
体
育
館
の
補
修

【
問
】
西
階
中
学
校
体
育
館
の
老

朽
化
が
激
し
く
、
窓
が
開
閉
で
き

な
い
所
が
あ
っ
た
り
、
雨
漏
り
が

何
箇
所
も
あ
り
、
滑
っ
て
病
院
通

い
を
し
て
い
る
例
も
耳
に
し
た
。

補
修
が
必
要
で
は
。

【
答
】
来
年
度
、
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
の
中
で
、
抜
本
的
な
屋

根
の
防
水
対
策
を
は
じ
め
、
建
具

や
外
壁
の
改
修
な
ど
を
実
施
す

る
。

齢
者
ま
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
運

動
会
だ
が
、
推
進
す
る
考
え
は
。

【
答
】
各
地
域
に
お
い
て
、
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
、
事
業
所
等
の

関
係
者
が
相
談
し
な
が
ら
、
実
施

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
市
と
し
て
も
、
防
災
講
座
等

を
通
じ
て
、
啓
発
を
行
い
、
関
係

者
と
の
調
整
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。人

口
減
少
問
題

【
問
】
人
口
減
少
対
策
に
向
け
た
、

本
市
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

【
答
】
子
育
て
支
援
の
充
実
に
合

わ
せ
て
、
働
く
場
や
学
び
の
場
の

確
保
、
暮
ら
す
場
の
魅
力
の
向
上

が
大
変
重
要
と
考
え
る
。
子
育
て

支
援
や
少
子
化
対
策
の
強
化
、
初

期
救
急
医
療
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
、
切

れ
目
の
な
い
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
医
療
関
連
産

業
の
振
興
や
、
九
保
大
の
新
学
部

設
置
支
援
、
延
岡
駅
周
辺
の
整
備

な
ど
、
雇
用
創
出
や
都
市
機
能
の

充
実
を
図
る
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。少

人
数
学
級

【
問
】
子
ど
も
が
等
し
く
豊
か
な

教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
に
す
る

た
め
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
、
少

人
数
学
級
推
進
の
考
え
方
は
。

【
答
】
児
童
生
徒
に
き
め
細
か
な

指
導
が
で
き
る
な
ど
、
教
育
的
効

果
は
非
常
に
高
い
。
今
後
も
充
実

を
逃
す
こ
と
な
く
、
他
の
自
治
体

と
の
競
争
に
優
位
な
立
地
環
境
の

充
実
を
図
る
。

来
庁
時
の
交
通
安
全
対
策

【
問
】
来
庁
者
が
旧
警
察
署
跡
の

駐
車
場
か
ら
道
路
を
横
断
す
る
際

の
安
全
対
策
は
。

【
答
】
野
口
記
念
館
前
の
三
差
路

交
差
点
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に

は
歩
車
分
離
交
差
点
へ
の
変
更
を

行
う
見
込
み
で
あ
り
、
変
更
後
は

交
差
点
を
渡
る
よ
う
案
内
板
の
設

置
や
誘
導
を
行
う
な
ど
、
安
全
確

保
を
図
り
た
い
。

防
災
運
動
会
の
推
進

【
問
】
防
災
運
動
会
と
は
、
各
種

災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
学

び
、
実
践
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
た
競
技
を
行
い
、
子
供
か
ら
高

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

農
林
水
産
業
事
業
説
明

【
問
】
新
年
度
予
算
に
合
わ
せ
、

農
林
水
産
業
の
生
産
者
を
対
象
と

し
た
事
業
説
明
実
施
は
。

【
答
】
新
年
度
の
事
業
説
明
会
を

年
度
末
３
月
に
実
施
し
た
い
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

【
問
】
五
ヶ
瀬
川
両
岸
を
活
か
し

た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
を
、

既
存
の
文
化
行
事
と
連
携
し
て
で

き
な
い
か
。

【
答
】
競
技
団
体
等
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
開
催
可
能
な
競
技
種

目
や
文
化
行
事
な
ど
と
の
連
携
を

検
討
す
る
。

祝
子
川
温
泉
美
人
の
湯

【
問
】
実
質
赤
字
が
１
０
７
１
万

円
で
あ
る
が
、
経
営
状
況
及
び
点

検
評
価
結
果
報
告
は
。

【
答
】
所
管
す
る
北
川
町
総
合
支

所
の
指
導
の
も
と
、
経
営
改
善
に

努
め
て
い
る
。
経
営
状
況
や
利
用

用
語
解
説

【
注
1
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
の
略
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
職
業
・
趣
味
・
写
真
な
ど
を
公
開
し
、

会
員
同
士
で
交
流
で
き
る
機
能
を
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

【
注
2
】
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

　

設
定
値
以
上
の
震
度
の
地
震
発
生
時

に
自
動
的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る

も
の
。
地
震
発
生
時
自
動
的
に
電
気
が

遮
断
さ
れ
る
た
め
、
通
電
火
災
の
減
少

に
効
果
を
発
揮
す
る
。

【
注
3
】
お
や
こ
の
森

　

社
会
福
祉
法
人
北
方
福
祉
会
が
運
営

す
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
。

子
ど
も
の
遊
び
場
の
提
供
や
育
児
相

談
、
育
児
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
ベ
ビ
ー

用
品
の
レ
ン
タ
ル
、
情
報
誌
の
発
行
な

ど
、
子
育
て
支
援
の
情
報
を
発
信
す
る

拠
点
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

【
注
4
】
歩
車
分
離
交
差
点

　

歩
行
者
が
安
心
し
て
横
断
で
き
る
よ

う
に
、
歩
行
者
と
車
両
の
通
行
時
間
帯

を
分
離
し
た
交
差
点
の
こ
と
。

議会ニュース

「 会 派 構 成 の 変 更 」
　会派の構成が一部変更となり、中
城あかね議員が延岡きずな自民の会、
上杉泰洋議員が会派に属さない議員
となりました。
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集
後
記

編
集
後
記

新議場で３月議会が開かれます！！

建設中の新議場（12月）

　
新
庁
舎
高
層
棟
の
完
成
に
伴
い
、
3
月
議
会
は
新
議
場
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
3
月
3
日
に
開
会
し
、

一
般
質
問
は
、3
月
10
日（
火
）か
ら 

3
月
12
日（
木
）

の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
新
し
い
議
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

 

故  

渡
部
勇
夫
氏

　

元
市
議
会
議

員
の
渡
部
勇
夫

氏
が
、
去
る
10

月
19
日
に
87
歳

で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
氏
は
、
昭
和
50
年
に
初
当

選
さ
れ
、
総
務
委
員
会
副
委
員
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。　

 

故  

金
子
祐
三
氏

　

元
市
議
会
議

員
の
金
子
祐
三

氏
が
、
去
る
10

月
31
日
に
80
歳

で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
子
氏
は
、
昭
和
50
年
に
初
当

選
さ
れ
、
総
務
委
員
会
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
た
後
、
平
成
５
年
か
ら

２
年
間
は
議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。

 

故  

甲
斐
達
藏
氏

元
市
議
会
議
員

の
甲
斐
達
藏
氏

が
、
去
る
11
月

17
日
に
77
歳
で

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
斐
氏
は
、
昭
和
50
年
に
初
当

選
さ
れ
、
民
生
教
育
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
発
展
と
地
方
自
治
の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
御
三
方
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　議会における本会議、委員会は原則
すべて傍聴することができます。定例
会や臨時会でのやりとりを新しい議場
の傍聴席から、聴いてみませんか。
　また、一般質問の様子はケーブルテ
レビやラジオでも生中継されています。

＜テレビ放映＞
ケーブルメディアワイワイ…… 111ch
＜ラジオ放送＞
ＦＭのべおか …… ８８．６MHz

　その他、本会議の記録は「会議録」
として、インターネットで検索すること
ができます。

会議録検索システム
延岡市ホームページ  ＞　延岡市議会  
＞  会議録　検索

議会活動報告会は 25 年度に取り組みをスタート
し、これまで、延べ 20 会場で開催し、820人を
超える多くの市民の方にご参加いただきました。
今後ももっと多くの皆様に報告を聴いていただ

き、また、ご意見を伺える機会となるように努めて
いきます。

市役所新庁舎７階

議会の会議は市民の皆様に

公開されています。

議会活動報告会

新
年
を
迎
え
、
昨
年
は
延
岡
市

に
お
い
て
大
き
な
災
害
が
無
か
っ
た

こ
と
に
感
謝
を
し
、
ま
た
今
年
も
、

穏
や
か
な
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
議
員
は
４
月
の
統
一
地
方

選
挙
を
控
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り

組
む
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

２
月
中
に
、
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ

ー
で
の
仮
議
場
か
ら
、
新
庁
舎
の
議

場
へ
引
っ
越
し
を
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

仮
議
場
へ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
い
う
気
持
ち
と
、
新
議

場
へ「
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
、
一
人
ひ

と
り
の
議
員
が
、
３
月
議
会
に
一
生

懸
命
取
り
組
み
ま
す
。

新
庁
舎
で
の
議
会
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。


